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１．はじめに  

 コンクリートのフレッシュ性状や強度，乾燥収縮量は，骨材の表面水率の設定誤差などに伴う単位水量の変動に

影響される．品質の高いコンクリート構造物を構築するためには，フレッシュコンクリートの品質を安定化し，単

位水量が過大なコンクリートが型枠内に打ち込まれるのを防ぐことが重要である．フレッシュコンクリートの単位

水量の測定方法としては，エアメータ法や静電容量法など種々の手法があるが，いずれも抜取りによる測定手法で

ある．これに対して，ラジオアイソトープによってフレッシュコンクリートの単位水量を連続的に測定する方法 1）

（以下，連続 RI 水分計とする）があり，品質安定化の管理手法として適用されている．本報では，実験により連続

RI 水分計の適用性について評価した結果，並びに実工事で適用した効果を示す． 

２．連続 RI 水分計の評価  

2.1 実験概要 

 使用材料を表－1 に，コンクリート配合（27 12 20BB）を

表－2 に示す．単位水量は，168kg/ｍ3 であった．コンクリ

ートは運搬時間が約 30分のレディーミクストコンクリート

工場（以下、生コン工場とする）から出荷した．  

 実験は，3/22（約 230ｍ3），5/30（約 120ｍ3），および 8/28

（約 80ｍ3）に実施した．コンクリートポンプ車の配管に連

続 RI 水分計を設置（写真－1）し，コンクリート打込み中の

単位水量を測定した．単位水量は，1 秒毎の連続的なデータ

が取得される．さらに，アジテータ車のコンクリートポンプ

車への発着をセンサーで自動感知し，連続データからアジ

テータ車毎に単位水量の平均値が算出される．ここで，8/28

の実験のみは，連続 RI 水分計による単位水量が配合上の単

位水量に対して±15kg/ｍ3 を超過した場合に生コン工場へ

是正を連絡するものとして管理を行った．また，比較のため

アジテータ車（4.25ｍ3/台）の到着時に試料を採取し，スラ

ンプ，空気量，エアメータ法による単位水量および圧縮強度

（材齢 28 日）を測定した．なお，エアメータ法による単位

水量は，厳密式により求めた． 

2.2 実験結果 

 図－1 および図－2 に，連続 RI 水分計の単位水量（アジ

テータ車毎の平均値）とスランプおよび圧縮強度の関係を

示す．連続 RI 水分計の単位水量が多いほどスランプは大き

く，圧縮強度は小さくなり，両者にはそれぞれ高い相関が認

められた．また，図－3 に示すエアメータ法と連続 RI 水分

計の比較においても，両者は概ね同程度の単位水量を示す

ことが確認された．これらより，連続 RI 水分計で単位水量

 

 
 

 

 

写真－1 連続 RI 水分計の設置状況 

 

図－1 連続 RI 水分計の単位水量とスランプ 
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項目 記号 摘要

水 W 地下水，密度1.00g/㎝3

セメント C 高炉セメントB種，密度3.04g/㎝3

S1 山砂，表乾密度2.59g/㎝3
，F.M.1.70

S2 砕砂，表乾密度2.63g/㎝3
，F.M.3.10

粗骨材 G 砕石，表乾密度2.65g/㎝3
，実積率59.0％
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表－1 使用材料 

 

表－2 コンクリート配合 
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を連続的に比較的精度良く測定できていると考えられる． 

図－4 に，8/28 における連続 RI 水分計の測定結果（連続デ

ータ・アジテータ車毎の平均値）を示す．単位水量は，打込み

開始から昼頃までにかけて概ね管理値内で推移したが，10：00

頃に一時的に、11:30 頃に大幅に管理上限値を超過した．この

ため，生コン工場へ是正を連絡した．その後は，配合上の単位

水量付近まで低下して推移した．また，同図には，スランプの

結果を併記した．スランプは，打込み開始から目標値の上限へ

緩やかな増大傾向を示し、昼頃に目標値を大きく超過した．そ

の後，生コン工場への単位水量の是正連絡に伴い，目標スラン

プの範囲内となり安定した．これは，生コン工場において，骨

材の表面水率の測定と設定の見直しが行われ，単位水量が適正

になった結果と考えられる．なお，空気量はいずれも 4.5±

1.5％の範囲内であった．以上より，本手法で簡便，かつ連続的

に単位水量の変動を監視し，生コン工場へ是正依頼すること

で，単位水量の過大なコンクリートの混入を防ぐとともに，ス

ランプの安定化に寄与できることが確認された．  

３．実工事における適用実績  

 橋梁上部工工事に連続 RI 水分計を適用し，単位水量を管理

した事例を示す．この工事近隣の生コン工場の配合は，乾燥収

縮量が大きいことを事前に把握しており，乾燥ひび割れの発生

が懸念された．そこで，連続 RI 水分計で単位水量を監視するこ

とで，単位水量が多く，乾燥収縮量も大きいコンクリートの打

込みを防ぐことにした．コンクリートの単位水量は 168kg/ｍ3，

水セメント比は 42.9％であり，コンクリートの区分が 40 12 

20H であった．管理方法は，連続 RI 水分計による単位水量が，

配合上の単位水量±10kg/ｍ3を超過した場合は生コン工場へ是

正連絡し，±20kg/ｍ3を超過した場合は当該コンクリートの打

込みを中止して返却するものとした． 

連続 RI 水分計を 10 カ月にわたり，約 2,000ｍ3のコンクリー

ト打込みに適用した結果，単位水量を±15kg/ｍ3以内に管理で

き，単位水量が過大なコンクリートの打込みを防止できた．ま

た，上部工には，当初懸念された乾燥ひび割れの発生は認めら

れなかった．さらに，圧縮強度の変動係数は，生コン工場の実

績が 8.0％であるのに対して，本工事では図－5 に示すように

3.1％と極めて小さくなり，品質の安定化が図られた．  

４．おわりに  

 実験および実工事の実績において，連続 RI 水分計を用いて連続的に単位水量を管理することで，スランプや圧縮

強度の安定化，および乾燥ひび割れ抑制に寄与できることが確認できた． 
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図－2 連続 RI 水分計の単位水量と圧縮強度

 

図－3 エアメータ法と連続 RI 水分計の比較 

 

図－4 連続 RI 水分計の測定例 

 

図－5 圧縮強度のヒストグラム 
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